
抱
え
て
い
る
た
め
、
全
世

帯
の
平
均
所
得
の
約
４
割

と
な
っ
て
い
る
。
障
が
い

を
持
ち
な
が
ら
子
育
て
を

さ
れ
て
い
る
方
は
資
格
取

得
の
努
力
を
し
て
も
就
職

は
難
し
い
こ
と
や
子
ど
も

が
病
気
に
な

っ
た
り
す
る

中
、
正
職
で

働
く
こ
と
も

困
難
さ
が
あ

る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
橋

が
崩
落
す
る
こ
と
で
陸
の
孤
島
と
な

る
地
域
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答

弁

避
難
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
２
８
路
線
の
内
、
市
道
に
は
１

０
橋
あ
る
。
調
査
の
上
整
備
促
進
を

図
る
。
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る

橋
と
そ
れ
以
外
の
橋
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
耐
震
基
準
は
昭
和
５
５
年
に

改
正
。
１
５
ｍ
以
上
の
橋
で
、
そ
れ

以
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
１
３
橋
、

以
後
の
も
の
は
６
８
橋
。
危
険
性
の

高
い
も
の
か
ら
調
査
、
整
備
を
進
め

る
。
橋
の
耐
震
は
全
国
的
な
課
題
。

予
防
的
、
計
画
的
な
対
応
で
橋
梁
の

長
寿
命
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
財

源
確
保
に
向
け
国
、
県
と
協
議
し
て

い
く
。
橋
が
崩
壊
す
る
こ
と
で
陸
の

孤
島
と
な
る
地
域
で
は
、
橋
の
耐
震

性
や
迂
回
路
の
整
備
に
つ
い
て
地
域

の
実
態
調
査
を
進
め
て
い
く
。
有
功

地
区
の
和
興
大
橋
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
他
の
橋
と
同
様
に
調

査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
長
は
「
地
震
の
対
策
は
急
務
。

避
難
路
や
緊
急
輸
送
路
の
確
保
を
最

優
先
に
橋
や
道
路
の
整
備
を
促
進
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

で
の
児
童
扶
養
手
当
の
削
減
は
確
実

に
支
障
を
き
た
す
。
支
給
対
象
者
は

０
３
年
か
ら
４
年
間
で
４
６
３
人
に

増
え
、
ま
た
、
生
活
保
護
家
庭
の
母

子
加
算
も
０
５
年
度
か
ら
縮
小
さ
れ

て
い
る
。
今
年
か
ら
は
１
６
歳
か
ら

１
８
歳
の
こ
ど
も
の
い
る
母
子
家
庭

に
対
し
、
一
人
親
家
庭
就
労
促
進
費

と
し
て
、
就
労
し
て
い
る
家
庭
に
対

し
収
入
額
３
万
円
以
上
は
１
万
円
、

３
万
円
以
下
は
５
千
円
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
の
縮
小
は

す
べ
き
で
な
く
、
充
実
こ
そ
求
め
ら

れ
る
べ
き
。
市
の
子
育
て
支
援
策
の

進
捗
状
況
や
市
の
独
自
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
支
援
策
の

拡
充
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答

弁

０
５
年
３
月
「
和
歌
山
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

推
進
し
て
い
る
。
９
３
％
が
着
手
さ

れ
て
お
り
、
独
自
策
と
し
て
０
７
年

度
新
設
し
た
小
児
救
急
診
療
体
制
の

充
実
の
た
め
の
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
や
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
乳
幼

児
医
療
扶
助
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
法
の
改
正
に
よ
り
母
子
家
庭

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え
る
。

母子家庭の子育て支援の充実を！
橋の耐震診断と補修の計画を進めよ！

日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

2007･11･30
連絡先
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日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

こ
ん
に
ち
は

９
月
議
会
が
９
月
１
０
日
か
ら
１
０
月
１
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
私
は
９
月
１
８
日
一
般
質
問
で
、
国
が
母
子

家
庭
の
子
育
て
支
援
策
を
縮
小
し
て
く
る
中
、
そ
の
充
実

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
管
理
す
る
橋
の
耐
震
診
断

や
補
強
の
必
要
性
を
訴
え
計
画
的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

ま
し
た
。

九

月

議

会

報

告

子
育
て
支
援
及
び

母
子
家
庭
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

橋
の
耐
震
に
つ
い
て

今
年
８
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
で
橋
の
崩
落
事
故
が
あ
っ
た
。

定
期
点
検
時
に
腐
食
が
あ
る
と
さ
れ

な
が
ら
早
期
の
改
善
は
必
要
な
い
と

さ
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
死
亡
を
含

む
大
惨
事
と
な
っ
た
。
日
本
で
も
こ

の
事
故
が
他
人
事
で
な
い
事
態
が
起

き
て
い
る
。
三
重
県
の
木
曽
川
大
橋

で
鋼
材
の
腐
食
が
見
つ
か
っ
た
。
全

国
１
４
万
の
橋
の
半
分
近
く
が
２
０

年
以
内
に
補
修
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
く
る
と
見
ら
れ
る
が
、
９
割
の
市

町
村
で
は
橋
の
点
検
さ
え
行
わ
れ
て

い
な
い
。
本
市
の
防
災
計
画
に
お
け

る
橋
の
位
置
づ
け
や
対
策
、
実
態
は

市
会
議
員

国
の
制
度
改
定
（
０
３
年
）

で
児
童
扶
養
手
当
が
来
年
４

月
か
ら
最
高
で
半
減
と
な
る
。

母
子
家
庭
の
約
８
割
の
方
が

働
い
て
い
る
が
、
平
均
所
得

は
約
２
３
３
万
円
。
子
育
て

中
の
就
労
は
様
々
な
困
難
を

受
給
対
象
者
が
個
々
の
実
情
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
支
援
策
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
広
報
活
動
等
を
充
実
さ
せ
、

支
援
策
も
推
し
進
め
る
と
と
も
に
国

に
対
し
て
一
層
の
支
援
策
を
講
じ
る

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。



候
補
者
発
表

日
本
共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
は

１
１
月
１
６
日
に
、
国
重
秀
明
氏
（

４
７
・
新
）
を
擁
立
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
竹
内
委
員
長
は
会
見
で
、

先
の
参
院
選
で
自
民
・
公
明
政
権
が

進
め
て
き
た
貧
困
と
格
差
を
広
げ
る

「
構
造
改
革
」
、
戦
争
へ
の
道
で
あ

る
憲
法
改
悪
の
路
線
に
厳
し
い
審
判

が
下
っ
た
と
強
調
。

ま
た
「
大
連
立
」
騒
動
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
二
大
政
党
」
が
お
互
い

に
相
通
じ
る
政
党
で
し
か
な
い
こ
と

を
国
民
の
前
に
示
し
た
と
指
摘
し
ま

し
た
。
「
日
本
共
産
党
は
、
自
民
党

政
治
と
真
正
面
か
ら
対
決
し
、
国
民

が
求
め
る
新
し
い
政
治
実
現
に
む
け
、

総
選
挙
で
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
現
有
３

議
席
か
ら
４
議
席
以
上
へ
の
前
進
な

ど
に
全
力
を
あ
げ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
国
重
秀
明
氏
は
先
の
参
議
院
選

挙
の
和
歌
山
１
区
の
候
補
者
と
し
て

奮
闘
し
ま
し
た
。

和
歌
山
１
区
は
国
重
秀
明
氏

国重秀明氏
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後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

１
１
月
２
０
日
、
後
期
高
齢
者
の

医
療
制
度
を
審
議
す
る
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
来
年
４
月
か
ら
７
５

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、

１
万
５
千
円
以
上
の
年
金
収
入
の
あ

る
方
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る

こ
と
、
収
入
の
な
い
方
か
ら
も
保
険

料
を
徴
収
す
る
こ
と
、
６
５
歳
～
７

４
歳
の
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も

の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
低
所
得
者
の

方
も
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
、

病
名
に
よ
っ
て
ひ
と
月
あ
た
り
の
医

療
費
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
制

度
で
す
。
全
国
で
約
３
０
０
の
議
会

が
制
度
見
直
し
や
中
止
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
の
議
会
で
１
人
当
た

り
の
平
均
保
険
料
が
年
額
７
万
５
９

２
７
円
（
所
得
に
応
じ
た
減
額
に
よ

り
６
万
１
６
２
３
円
）
と
な
る
条
例

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
・
福
井
健
次
議
員
（
九

度
山
町
議
）
は
中
止
を
求
め
る
緊
急

質
問
・
質
疑
・
反
対
討
論
に
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
同
日
、
和
歌
山
市
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
会
長
・
大
森

米
三
郎
氏
）
は
和
歌
山
市
議
会
に
対

し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充
実

を
求
め
る
請
願
を
提
出
し
ま
し
た
。

和歌山県

開
か
れ
る

無料生活法律相談
日時：１２月 ５日（水）

１２月１９日（水）

午後６時～７時

会場：河西診療所２階

申込：南畑幸代まで

お問い合わせは南畑幸代まで
453-7758（自宅） または

435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：毎週木曜日

午前１０時～１２時

午後 ６時半～８時
（但し､12月27日と1月3日は休み

です。緊急の場合はお電話で）

会場：南畑幸代生活相談所

453-3418

善明寺411-4

無 料 生 活 相 談

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ

て
身
寄
り
の
な
い
重
度
の
認
知
症
高

齢
者
の
方
や
知
的
障
が
い
者
等
の
方

が
一
方
的
に
不
利
益
な
契
約
を
結
ば

な
い
よ
う
一
定
の
決
め
ら
れ
た
人
が
、

本
人
の
不
十
分
な
判
断
能
力
を
補
い
、

保
護
す
る
制
度
で
す
。
後
見
人
は
次

の
よ
う
な
行
為
を
行
い
ま
す
。

財
産
管
理
に
関
す
る
法
律
行
為
と

し
て
預
金
管
理
、
払
い
戻
し
、
年
金

の
受
領
、
売
買
、
実
印
、
印
鑑
登
録

カ
ー
ド
等
の
保
管
な
ど
。
こ
の
他
に

も
任
意
後
見
人
制
度
、
財
産
管
理
委

任
契
約
が
あ
り
ま
す
。
（
高
齢
者
福

祉
課
４
３
５
─
１
０
６
３
）

ま
た
軽
度
の
認
知
症
等
の
方
の
場

合
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業
が
あ
り
ま
す
。
（
社

会
福
祉
協
議
会
４
３
１
─
５
２
４
９
）

詳
し
く
は
担
当
課
ま
た
は
南
畑
ま
で

知って
ますか
この制度

市
は
来
年
１
月
か
ら
６
５
歳
と
な

る
方
で
新
た
に
障
が
い
手
帳
（
１
級
、

２
級
な
ど
）
を
取
得
さ
れ
た
方
の
医

療
費
補
助
を
削
る
条
例
を
提
案
し
ま

し
た
。
理
由
と
し
て
国
会
で
成
立
し

た
「
地
方
財
政
健
全
化
法
」
に
よ
り

特
別
会
計
に
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
る

市
と
し
て
財
政
再
建
が
迫
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
昨
年
８
月
に
県
補
助
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
市
の
負
担
が
膨

ら
み
、
制
度
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
説
明
。
党
市
議
団
は
制
度
維
持
の

判
断
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
利
用
者

に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
必
要
性
が
あ
る

か
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
来
年

１
月
以
降
に
６
５
歳
を
超
え
る
方
へ

の
支
給
が
な
ぜ
不
要
と
判
断
し
た
の

「
６
５
歳
以
上
で
新
た
に
障
が

い
者
と
な
る
人
へ
の
医
療
費

支
給
削
減
」
は
継
続
審
議
に

か
と
質
し
、
条
例
の
撤
回
を
求
め
ま

し
た
。
他
の
市
議
か
ら
も
「
今
年
の

２
月
議
会
の
制
度
維
持
を
求
め
る
決

議
を
無
視
す
る
」
と
の
指
摘
な
ど
が

あ
り
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

衆
院
小
選
挙
区


